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講評

申請者は、慢性痛を有する症例にお

いて、実際に脳画像解析上計測され

た脳容積に変化が生ずることを示

し、また生活上で生ずる普遍的な事

象によっても脳に変化が生ずること

を示した。従来の脳科学研究を臨

床、特に疼痛等と関連付けることに

より麻酔科領域で新たな一分野を開

拓した点で有意義である。

全身麻酔に伴う気道の生理的変化や

筋弛緩薬の効果について、系統的な

研究を行っている。特に筋弛緩につ

いては、気管挿管への影響のみなら

ず気道や換気の変化についても検討

されている。申請者は、当該領域で

長期にわたって継続して業績を上げ

るとともに、研究内容は麻酔科の臨

床に直結する重要なもので、今後の

臨床に大いに資すると考えられる。

申請者らは、十分に計画されたプロ

トコールに基づき、睡眠時無呼吸を

有する患者に対する術後頭高位、高

流量鼻カニューラ療法が無呼吸の防

止に有効で、両者の併用により無呼

吸の頻度がさらに減少することを示

した。麻酔科の臨床研究として、そ

の目的と手法、結果が有意義である

と考えられる。

痛みを増幅する機序の一つである

wind up現象を検討した研究で、斬新

なアイデアで定量化する低侵襲な測

定方法を確立した。wind-up現象の

客観的指標としての有用性が期待さ

れ、痛みの評価、治療効果判定と

いった臨床領域での応用など、将来

的な発展性を有することが高く評価

された。
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